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れてきたが，円石藻 Emiliania huxleyiにおける微量元素セレン（Se）の代謝及び Seの生理機能を明らかに
することにより，Seがいかにして円石藻の増殖を制御するかについて解明することを研究目的とした。
　本論文は 3章から成る。第一章では，E. huxleyiの Se蓄積能を評価するため，E. huxleyi，非石灰化ハプト
藻 Isochrysis galbanaおよび緑藻 Dunaliella tertiolectaを 10 nMの亜セレン酸を含む人工海水培地で培養し，
細胞内元素含量を Particle induced X-ray emission（PIXE）法により測定した。E. huxleyiの細胞内 Se濃度


















　第三章では，E. huxleyiにおける Seの生理機能を調べるために E. huxleyiのセレノプロテインの同定を
行った。本研究で開発した 75Se/35Sダブルラベル検出法を用いた解析により，6種の 75Se-ラベルタンパク
質（EhSEP1－6）を検出した。この中で，最も豊富に存在した EhSEP2の部分アミノ酸配列は多くの生物























とを示唆した。一般的な PDIの機能から推定し，E. huxleyiにおいて Seが PDI活性の必須因子として新規
合成タンパク質の成熟過程に関与する可能性を示した。Seは PDIの活性中心に配位し，その酵素活性を向
上させる役割を果たすことにより，効率的なタンパク質生産を可能とし，円石藻の増殖や生存に有利な条件
を賦与するものと推測した。本研究の成果は微細藻類における Se利用の多様性を示唆するものであり，生
物一般における Seの生理機能の解明につながる研究である。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
